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図1　近代の漢語の研究書（一般向け）
・ 柳父章『翻訳語成立事情』 
（岩波新書、1982年）
・ 惣郷正明・飛田良文『明治のことば辞典』（東京堂出版、1986年）
・ 飛田良文『明治生まれの日本語』 
（淡交社、2002年）
・ 佐藤亨『現代に生きる 幕末・明治初期漢語辞典』（明治書院、2007年）
・ 田中牧郎『近代書き言葉はこうしてできた』（岩波書店、2013年）
・ 今野真二『日本語の近代―はずされた漢語』（ちくま新書、2014年）
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平安期：和文（王朝文学）	
明治初期：雑誌（明六雑誌）	
明治後期～大正期：雑誌（太陽）	
平成期：書籍（図書館書籍）	
和語	 外来語	 混種語	 漢語	
図2　漢語と和語の比率の歴史
国立国語研究所のコーパスによる調査。異なり語数で集計。
明治期以後は、漢語が減少していく流れがある。
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図3　語種とは何か―和語・漢語・外来語―
図4　コーパスとは何か
和　語 日本固有の語彙、訓読みする語彙 
桜（さくら）、桜花（さくらばな）、花見、愛（め）でる、
粉（こ）、粉（こな）、くさめ、くしゃみ、むずむず、
むずがゆい
漢　語 古典中国語から借用した語彙、音読みする語彙、日
本でつくられた和製漢語も含む 
桜花（おうか）、賞美、花粉、鼻炎、炎（えん）、敏感、
愛、美術、学校、悪化
外来語 古典中国語以外の言語（主として西洋語）から借用し
た語彙、日本でつくられた和製外来語も含む 
チェリー、デリケート、アレルギー　　
混種語 和語・漢語・外来語が２種類以上組み合わさった語 
さくらんぼ、愛する、花粉アレルギー 
・ 語種とは、語の形が、日本固有語・古典中国語・西洋
語のうち、どの言語らしいかによる分類と言ってよい。
・ 語種の違いが、語彙のなかでの役割の違いと関わる。
・ 日本語の語彙の歴史は、語種の観点から描きやすい。　
・ 言語研究のためのデータベース
・ 実際に話されたり書かれたりした生の言葉が集積されている
・ 研究対象の言語を代表できるように資料が選定されている
・ 電子化され様々な情報がタグ付けされている
・ 誰でも使うことができる
・ 英語をはじめ世界の主要な言語で構築が進んでいる
・ 日本語のコーパスは国立国語研究所が中心になって構築中
 『日本語歴史コーパス 平安時代編』（平安時代の和文） 
『明六雑誌コーパス』（明治初期の学術総合雑誌） 
『太陽コーパス』（明治後期～大正期の総合雑誌） 
『近代女性雑誌コーパス』 （明治後期～大正期の女性雑誌） 
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（現代の書き言葉） 
『日本語話し言葉コーパス』（現代の話し言葉） 
「UniDic」という電子化辞書で単語情報を自動付与できる
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図5　国立国語研究所のコーパス
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図6　『明六雑誌コーパス』
2014/06/09	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『明六雑誌コーパス』	
学術啓蒙雑誌『明六雑誌』	  
　（明治7～8（1874-­‐75）年刊）の全文を対象	  
	  
総語数：約１８万語	  
著者数：１６人	  
	  
単語情報によって検索できる	  
原文画像とリンクあり	  
	  
2012年公開	  
	  
国語研サイトから無料ダウンロード可	  
	
学術啓蒙雑誌『明六雑誌』 
（明治7～ 8（1874～ 75）年刊）の全文を対象
総語数：約18万語 
著者数：16人
単語情報によって検索できる 
原文画像とリンクあり
2012年公開
国語研サイトから無料ダウンロード可
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図8　『明六雑誌コーパス』『太陽コーパス』の語種構成比率
異なり語数による集計
図9　『明六雑誌コーパス』に一定頻度以上あり、『太陽コーパス』
にない漢語（一部）
外交に於ては他邦の民情及び之を統治する所の制度を知り以て
我国人の安栄幸福に至る可き目的を定め
（『明六雑誌』10号・杉亨二「真為政者の説」1875年）
本居宣長の  「式島の日本心を人問ば朝日に香ふ山桜花」  と詠
ぜしは即ち此易直の質を以て我が国民の気風に烙記を居ゑたる
者にて
（『明六雑誌』32号・西周「国民気風論」1875年）
安栄（安らかに栄えること）　　易直（安らかで素直なさま）
一姓（出身を同じくすること）　 遺力（残された力）
役使（命令して使うこと）　　　外顕（外に現れること）
図7　『太陽コーパス』で「桜花」を検索した画面
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図10　『太陽コーパス』の当初の年次（1895年、1901年）に一定頻
度以上あり、後の年次（1917年、1925年）にはない漢語（一部）
氏が着色画中の傑作たるが如し紫雲靉靆たる処光明十方を照ら
し唯見る至尊の金容蓮上に儼然として円満の法界を現ずるを　
（『太陽』1895年3号・岡倉天心「橋本雅邦」）
故れ余輩が所謂世詩は、花に譬へば桜花の如く、学問に配す
れば哲学の如く、怡々として美人に対し、肅々として聖哲に対
するが如し、　
（『太陽』1895年11号・桐生悠 「々社会と詩歌と」）
靉靆（アイタイ、雲などが厚く空を覆っていること）　
怡怡（イイ、よろこび楽しむさま）
畏憚（おそれて遠慮すること）　　衣袂（イベイ、着物のたもと）　　　　　 
叡聖（徳があり賢明であること）
図11　近代の語彙における漢語の性質
基本語
　語彙の中心にある
　不動で
　高頻度な語
周辺語
　語彙の周辺にある
　流動的で
　低頻度な語
和　語：基本語と
　　　　周辺語に多い
漢　語：中間語に多い
外来語：周辺語に多い
和語・外来語に
は動きが少ない
明治期から大正期にかけて周辺語化
する語彙の約80％は漢語
明治期から大正期にかけて基本語化
する語彙の約65％は漢語
周辺語化する語彙に
も基本語化する語彙
にも漢語が多い
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基本語化する漢語の年次別頻度（一部）	
語	 品詞	 1874-5年	 1895年	 1901年	 1909年	 1917年	 1925年	 計	
野球	 名詞	 　	 　	 　	 14	 2	 16	 32	
映画	 名詞	 　	 　	 　	 　	 4	 22	 26	
投資	 名詞-サ変可能	 　	 　	 30	 13	 18	 24	 85	
摂取	 名詞-サ変可能	 　	 1	 5	 23	 16	 24	 69	
印象	 名詞-サ変可能	 1	 　	 6	 55	 70	 39	 170	
活躍	 名詞-サ変可能	 　	 　	 1	 12	 47	 82	 142	
努力	 名詞-サ変可能	 3	 11	 12	 95	 324	 300	 742	
実現	 名詞-サ変可能	 　	 10	 22	 84	 177	 97	 390	
優秀	 形状詞-一般	 　	 4	 3	 24	 59	 44	 134	
表現	 名詞-サ変可能	 　	 5	 55	 69	 68	 73	 270	
図12　基本語化する漢語の年次別頻度（一部）
図13　「ベースボール」から「野球」へ、「活動写真」から「映画」へ
愉快廻ぐりの建物、山羊車、鞦韆、競走場、ベースボール場等の
設けあれば桑港の小児は絶えず茲に集へり。
（『太陽』1895年2号・山岸藪鶯「桑港繁昌記」）
早稲田対慶應の野球仕合は当分見られぬ事となれり
（『太陽』1909年14号・無署名「小是非」）
各劇場は活動写真、義太夫、手品等を興行して大入を占めようとし　　　　　　　
（『太陽』1901年10号・上司子介「寄席と家庭」）
次の映画が始まつた時、牧田はもうお重の隣へ席を遷してぴつたり
寄り添ひ乍らひそ～～話し合つて居た。
（『太陽』1917年10号・谷崎精二「淋しけれども」）
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図15　「摂取」の意味交替
『日本国語大辞典 第2版』（小学館）
（1） 仏語
 （イ）おさめとってまもること。仏が衆生を救うこと
 *九冊本宝物集〔1179頃〕「摂取の光明は念仏者を照し給
ふ」
（2） 自分のものとしてとり入れること。また、栄養になる物な
どを体内にとり入れること
 *文明論之概略〔1875〕〈福沢諭吉〉五・九「其教は悉皆政権
の中に摂取せられて」
『太陽コーパス』
（1） の意味　※漢文の引用箇所にだけ見られる
 経に「光明遍照、十方世界、念仏衆生、摂取不捨」と云へるを
（1895年2号・加藤咄堂「禅学流行の主因及禅宗の現勢」）
（2） の意味　※多く見られる
 一は英国の思想を摂取したるものにして（1901年10号・無
署名「人物月旦」）
 脂肪を摂取して健康を保持し（1925年12号・岡村金太郎
「肝油みそ汁の話」）
図14　「資本（資金）を投ずる」から「投資」へ
百銭の価に十円金を投ずる如く
（『明六雑誌』40号・阪谷素「養精神一説（一）」1875年）
其田圃は資本を投ずべきの業場にあらずして
（『太陽』1895年4号・横井時敬「土地兼併の弊害」）
大学在職中聊か資金を投じて該器を調製せしめ
（『太陽』1895年7号・無署名「科学」）
是れコーク製造工業より生ずる利益が資本家をして大に此工業
へ投資せしめたるが為なり。
（『太陽』1901年2号・金子篤寿「工業世界」）
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図16　「活躍」の初出例
彼れは軽く一筆を着けて立ろに物の感情を写し彼れの筆に入るものは
悉く活躍の妙を呈し来らざるなし
（『太陽』1901年8号・吉岡芳陵「エミール・オーリック」）
貴国の詩人福地源一郎氏が歌はれし帝国萬歳萬々歳なる
活躍文字を読むにつけ
（『女学雑誌』フロラ・ビー・ハリス「米国ハリス夫人の寄書」1895年2号）
※『近代女性雑誌コーパス』における初出例
西洋語からの翻訳
芸術作品に描かれたものについて
『太陽コーパス』で「活躍」を検索した画面の一部
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図17　「活躍」「躍動」「活動」の意味変化
美術の大作か宗教的心霊の手に成る偶然に非ず、 霊精躍動し、 神気晃燿た
る、 雄作が能く人の心をして無限の歓喜と信楽を起さしむるも亦此が為の
み、 （『太陽』 1895年12号・無署名「宗教」）
歴史は記憶の再現にして、美文は空想の活動なり。
（『太陽』1895年3号・石橋忍月「美文と歴史との間に一線を画す」）
それに又山本君の精力、あの活躍ぶりは普通の者には到底出来ないからな。 
（『太陽』 1917年6号・坪内士行「社会劇 都へ（二幕）」）
今義塾出身者にして各種の銀行会社に躍動する人々の数を挙ぐれば
（『太陽』1925年5号・好学山人「我国事業界に於ける慶応閥の努力」）
国家の活動に依頼して （『太陽』1895年6号・天野為之「国債償還論」）
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図18　「努力する」の意味変化
図19　「～をつとめる」から「～につとめる」への変化と「努力する」の基本語化
竊に望むらくは諸君更に憤発努力して速に我帝国至当の治刑條例を草
定奏上せんヿを （『明六雑誌』10号・津田真道「拷問論」  1874年）
人あるべし 王法の賞の及ぶところに非ずとも天皇の褒賞必ず疑あるべか
らざるヿなれば努力せざるべからず
（『明六雑誌』37号・中村正直「賞罰毀誉論」 1875年）
当局者須らく條約上の権利を維持することに努力せざる可からず。
（『太陽』1909年4号・浮田和民「米国に於ける排日問題」）
温故知新の功を積むヿを勉めたれば
（『明六雑誌』10号・中村正直「西学一斑（一）」
聯合の實を擧げる事に勉めて居る
　　　　（『太陽』1909年6号・牧野伸顕（談）「名士の墺洪国観」）
條約上の権利を維持することに努力せざる可からず
　　　　（『太陽』1909年4号・浮田和民「米国に於ける排日問題」）
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図21　「優秀」の基本語化と「すぐれる」
周辺語「優秀」の用例
　康煕帝自身が優秀なる文学者にして
（『太陽』1895年6号・中西牛郎「清朝全盛の時代」）
図22　基本語「優秀」と「すぐれる」の使い分け
日本人は人種として如何に優秀であつても努力なくしては
歐米人と匹敵して、事業を経営することは出來ない。〔中略〕
我々は僅か五六十年の内に巧みに彼等の工業の外形を模
倣し得る丈けの優れた素質を有するのであるから、
（『太陽』1925年7号・藤原銀次郎「事業経営上より比較し
たる黄白両人種の優劣」）
放送無線電話聴取用無線受信機を買ふに就て、注意すべ
き事は二つある。その一つは感度の極めて鋭敏なるべきこ
と、次に選択性の優れたることである。〔中略〕受信機は
単に感度がよいばかりでは未だ完全とは申せないのである。
感度が優秀となればなるほど、
（『太陽』1925年2号・安藤博
「放送無線電話の発達とその聞き方」）
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図20　「努力する」の基本語化と「つとめる」
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図23　「実現」「表現」の基本語化と「あらわす・あらわれる」
周辺語「実現」「表現」の用例
故に支那人は未だ嘗て基督に於て実現されたる如き完全なる神人の合一
を予想せざるなり （『太陽』1895年12号・丸山通一「儒教管見」）
諺文は（中略）皆能く其処を得て言語を表現するに於て
些の阻碍あらず （『太陽』1895年5号・三宅雪嶺「国字を論す」）
図24　基本語「実現」（自動詞） と「あらわれる」の使い分け
「あらわれる」：活動によってつくり出されるもの、活動によって見える
ようになるもの
「実現」：具体的な活動そのもの、特に政治や社会に関わるもの
此の小作人の思想上に現れた変革が、彼等の行動をして力強く或る種
の理想到達手段化せしむるに到つた。
（『太陽』1925年14号・中沢弁次郞「農村争議と分配問題」）
併し真成の改革は猶ほ実現し無い、
（『太陽』1917年13号・米田実「露西亜の政局」）
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